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つけて走って白河をＰＲ！
幼稚園バスも親しみやすい白河ナンバーになりました。（ひがし幼稚園）
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〈令和２年９月定例会〉

・９月定例会�������������������２～３p

・各常任委員会の報告���������������４～５p

・決算審査特別委員会報告���������������６～７p

・一般質問���������������������８～15p

・議員提出議案・請願・陳情�������������� 15p

・12月定例会予定／本会議の傍聴／人事案件

　思いやり条例／編集後記��������������� 16p

～議会からのお願い～

　新型コロナウイルス感染拡大防止
のため、引き続きマスクの着用、３
密回避、手洗いや手指の消毒を！
　思いやりの心で感染した人を
サポートし、誹謗中傷から守り、
温かく迎えましょう！
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補正予算額　3億4,162万５千円

コロナ対策補正予算・思いやり条例コロナ対策補正予算・思いやり条例などをなどを可決可決
令和元年度一般会計及び特別会計決算令和元年度一般会計及び特別会計決算をを認定認定

◇ 一 般 会 計 補 正 額　32億5,218万6千円　　予算総額　416億1,532万3千円
◇ 特別会計等補正額　  4億4,353万8千円　　予算総額　193億1,367万1千円

＊議案90号　一般会計補正予算額　２３億７０３万７千円

一日でも早く！市民のためにコロナ対策事業に着手したい！一日でも早く！市民のためにコロナ対策事業に着手したい！

コロナ対策補正予算を開会日に可決！
＊議案76号・77号を先議として委員会付託省略。９億4,526万円のうち、
　コロナ感染症対策事業8億7,514万9千円 をピックアップ。

Afterコロナ収束後の白河を見据えて！

◆テレワーク推進事業
� 6,519万1千円
◆災害用備蓄品整備事業
� 1,315万5千円

市民の命と健康を守
る

（感染拡大防止）
 2億1,979万3千円

１

◆新生児特別定額給付金
　事業� 4,090万9千円
◆ひとり親世帯臨時応援
　給付金事業�2,107万7千円

市民の暮らしを支え
る

（家計・生活支援）
 7,697万6千円

２

◆交通事業者維持支援事
　業� 473万8千円
◆畜産農家経営継続支援
　事業� 510万円

地域の経済を回し続
ける

（経済活動の支援）
 983万8千円

３

◆舞台芸術公演支援事業
� 180万円
◆文化施設活用推進事業
� 2,921万8千円

白河の文化の火を灯
し続ける

（市民活動の支援）
 3,501万8千円

４

補正予算額　5億3,352万4千円
◆定住・二地域居住推進事業
� 1,129万6千円
・移住・定住ポータルサイト制作業務　
　委託� 4,306千円
・引越し支援事業補助金� 6,000千円

白河居住スタイルの
魅力発信力強化
 1,129万6千円１

◆観光ＰＲ用アニメーション
　制作事業� 520万円
◆公園施設整備事業
� 2,922万7千円�他

足元の資源を活かし
た観光の魅力向上
 4,361万5千円

２

◆サテライトオフィス
　推進事業

新たな働き方のデザ
イン
 1億6,366万3千円

３

◆校内通信ネットワー
　ク整備事業

子どもたちの創造性
を育むＩＣＴ教育の
推進
 2億9,267万6千円

４

◆ネットワーク整備事業
（Wi-Fi環境整備）2,150万円�他
Wi-Fi（ワイファイ）…無線でインター
ネットを利用できる通信技術のこと

地域デジタル化の推
進
 2,227万4千円

５

サテライトオフィス推進事業！
　人材育成センターを改修しテレワークが可能となる施設を整備。
企業のサテライトオフィス（企業が場所や時間の制約を受けず、
柔軟に仕事をする働き方）設置の支援。

校内通信ネットワーク整備事業！
ＩＣＴ（情報通信技術を活用した教育手法）教育を推進するため、
小中学校に高速大容量の通信ネットワークを整備する。

新規事業と主なものをピックアップ！

Point２

Point１

Point３Withコロナ
今！必要な支援策と予防対策！

ヒント
①

ヒント
②

ヒント
②

ヒント
①

森林経営管理事業（新規事業） 809万8千円 山林の適切な経営や管理を進める事業

財政調整基金積立金　 10億8,514万8千円
年度間の財源不足に備えるために積み立
てられた積立金（貯金）で、財源が不足
する年度に活用する目的の基金である財
政調整基金への積立金。

長期債償還元金（繰上償還）　 7億1,358万3千円 将来の公債費負担を軽減するため、減債
基金を活用し、繰上償還。
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　９月定例会が９月９日から10月２日までの24日間開催され、提出議案２８件（「白河市思いやり条
例」の制定など条例案7件、令和元年度一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定を含む単行議案６件、
新型コロナウイルス感染症対策関係事業予算である令和２年度一般会計補正予算など予算案８件、人事案
件２件、報告５件）について審査し、すべて原案のとおり議決されました。
　令和元年度一般会計及び13の特別会計歳入歳出決算の認定については、初めて本定例会期中に行われ、
９月９日に決算審査特別委員会を設置、２３日から２９日までの審査の後、10月２日の本会議で認定さ
れました（詳細６～７ページ）。
　一般質問及び質疑は９月15日から３日間行わ
れ、15人の議員が登壇し、市政全般にわたって
議論が行われました（詳細は８～15ページ）。
　また、議員提出議案２件については全会一致で
可決、市民からの請願１件は趣旨採択、陳情１件
は不採択になりました（詳細15ページ）。

９月定例会９月定例会

◆審議した議案とその結果は次のとおりです。
・議案第76号及び77号は喫緊に取り組むコロナウイルス関連予算の先議のため、９月９日に全会一
　致で可決されました。
・その他の議案は10月２日に全会一致または賛成多数で可決・認定・同意されました。

◇市長提出議案
内　容 議案�

番号 件　名・概　要 議決�
結果

コロナウイ
ルス関連の
補正予算　
（先議）

76
令和２年度白河市一般会計補正予算（第5号）

◎

補正額9億4,514万9千円、予算総額393億
828万6千円

77

令和２年度白河市介護保険特別会計補正予算
（第1号）
補正額11万1千円、予算総額58億2,988万5千
円

条例改正

78
白河市財産の交換、譲与、無償貸付等に関す
る条例の一部を改正する条例

◎

普通財産の譲与等の対象者の拡大

79 白河市手数料条例の一部を改正する条例
通知カードの廃止に伴う規定の削除等

80
白河市債権管理条例等の一部を改正する条例
４条例で定める延滞金の特例基準割合の改正
(債権、後期、介護、下水)

81

白河市特定教育・保育施設及び特定地域型保
育事業の運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例
連携施設の確保に関する特例

82
白河市家庭的保育事業等の設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部を改正する条例
居宅訪問型保育事業者の保育範囲の拡大等

83
白河市立小学校及び中学校条例の一部を改正
する条例
大信地域の小学校統合

工事請負契
約の一部変
更

84
ひがし保育園建設事業建築工事請負契約の一
部変更について ◎
契約金額と工期の変更

動産の取得 85�
86

動産の取得について ◎小・中学校タブレット端末購入

指定管理者
の指定 87

白河市東文化センターの指定管理者の指定に
ついて ◎
指定管理者の指定

内　容 議案�
番号 件　名・概　要 議決�

結果

決算の認定

88
決算の認定について　➡P.6～7に掲載

〇令和元年度一般会計及び特別会計歳入歳出の決算
の認定

89

白河市公営企業会計決算の認定及び剰余金の処分
について ◎令和元年度白河市公営企業会計の決算の認定及び
剰余金の処分

補正予算

90
令和２年度白河市一般会計補正予算（第6号）

◎

補正額23億703万7千円、予算総額416億1,532万
3千円

91
令和２年度白河市国民健康保険特別会計補正予算
（第2号）
補正額8,799万2千円、予算総額57億455万4千円

92
令和2年度白河市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第1号）
補正額2,612万9千円、予算総額6億9,076万5千円

93
令和２年度白河市介護保険特別会計補正予算（第2
号）
補正額3億2,655万5千円、予算総額61億5,644万円

94

令和２年度白河市水道事業会計補正予算（第1号）
収益的
　補正額432万8千円、予算総額12億6,835万5千円�
資本的
　補正額696万7千円、予算総額9億5,186万8千円

95

令和２年度白河市下水道事業会計補正予算（第1
号）
収益的　
　補正額▲782万6千円、予算総額24億287万円�
資本的　
　補正額▲718万円、予算総額19億3,583万円

条例制定 96 白河市思いやり条例�　➡P.16に掲載 ◎思いやり条例の制定

人事案件

97
人権擁護委員の候補者の推薦について
➡P.16に掲載

◎候補者の推薦の同意

98
樋ヶ沢財産区管理会委員の選任について
➡P.16に掲載
委員の選任の同意◇議員提出議案２件、請願１件、陳情１件

　➡P.15に掲載
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賦
課
徴
収
費
の
台
帳
整
備
業
務

委
託
の
内
容
及
び
委
託
先
に
つ
い
て

　
　

土
地
台
帳
や
家
屋
台
帳
等
の
紙

資
料
を
電
子
化
し
て
、
各
庁
舎
間
で

の
資
料
の
共
有
化
等
を
図
る
も
の
で

あ
り
、
指
名
競
争
入
札
の
方
法
に
よ

り
、
業
者
を
選
定
し
て
い
き
た
い
。

　
　

９
月
補
正
の
繰
り
上
げ
償
還

（
借
入
金
の
返
済
）
に
つ
い
て

　
　

公
債
費
（
市
の
借
入
金
）
の
縮

減
等
を
図
る
た
め
、
９
月
補
正
で

15
事
業
の
借
入
15
億
６
０
５
０
万
円

の
う
ち
、
7
億
１
３
５
８
万
円
を
繰

り
上
げ
償
還
（
返
済
）
す
る
も
の
で
、

利
子
と
し
て
４
７
７
５
万
円
が
軽
減

さ
れ
る
。

　
　

白
河
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
設
立

準
備
事
業
の
機
器
購
入
に
つ
い
て

　
　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
東
北
応
援
社

員
募
金
の
自
治
体
寄
付
を
受
け
、
市

民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
使
用
す
る
大
型

楽
器
を
購
入
す
る
も
の
で
あ
る
。
現

時
点
で
は
、
テ
ィ
ン
パ
ニ
、
バ
ス
ド

ラ
ム
等
の
購
入
を
予
定
し
て
い
る
が
、

指
導
者
等
の
意
見
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
今
後
、
楽
器
の
選
定
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

　
　

「
白
河
市
思
い
や
り
条
例
」
と

は
、
ど
の
よ
う
な
目
的
と
内
容
な
の

か
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

を
は
じ
め
と
す
る
疾
病
、
障
が
い
、

性
別
等
を
理
由
と
し
た
誹
謗
中
傷
又

は
偏
見
に
基
づ
く
差
別
的
な
言
動
に

よ
る
社
会
的
な
孤
立
を
な
く
し
、
市

民
一
人
ひ
と
り
が
思
い
や
り
の
心
を

持
ち
、
思
い
や
り
の
心
で
住
み
よ
い

地
域
社
会
の
実
現
を
目
的
と
す
る
も

の
で
、
市
の
責
務
と
し
て
、
正
確
な

情
報
を
市
民
に
対
し
速
や
か
に
伝
達

し
、
正
し
い
知
識
に
基
づ
く
広
報
な

ど
の
必
要
な
施
策
を
行
い
、
適
切
な

支
援
及
び
助
言
を
行
う
。

　

ま
た
市
民
の
責
務
と
し
て
不
当
な

差
別
等
を
行
わ
な
い
よ
う
努
め
る
も

の
と
す
る
。

　
　

農
業
の
未
来
を
つ
く
る
ス
マ
ー

ト
農
業
推
進
事
業
で
主
だ
っ
た
機
器

常任委員会審査

は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か

　
　

申
請
や
相
談
が
あ
る
12
件
の
う

ち
6
件
が
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
の
導
入

で
あ
り
、
使
用
し
て
い
る
方
か
ら
は

省
力
・
軽
労
化
に
つ
な
が
る
と
の
声

を
聞
い
て
い
る
。

　

ま
た
密
苗
用
田
植
え
機
や
収
量
、

食
味
セ
ン
サ
ー
付
き
コ
ン
バ
イ
ン
な

ど
は
新
規
で
も
就
農
し
や
す
い
環
境

整
備
等
が
期
待
で
き
る
。

　
　

災
害
対
策
事
業
の
防
災
行
政
情

報
配
信
シ
ス
テ
ム
の
防
災
ラ
ジ
オ
の

郵
送
対
象
者
に
は
ど
れ
く
ら
い
の
期

間
で
配
布
が
完
了
す
る
の
か

　
　

75
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
等
の

対
象
者
に
は
10
月
中
旬
に
申
請
書
を

発
送
し
、
申
請
書
が
返
送
さ
れ
次
第
、

順
次
発
送
し
、
年
内
完
了
を
目
指
し

て
い
る
。

　

付
託
さ
れ
た
議
案
は
、
い
ず
れ
も

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

議
案
第
90
号

令
和
２
年
度
白
河
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）

議
案
第
90
号

令
和
2
年
度
白
河
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
6
号
）

議
案
第
96
号

白
河
市
思
い
や
り
条
例

各委員会に付託された議案の審査経過と結果について、主なものを報告します。

総務総務
常任委員会常任委員会

市民オーケストラの設立準備として大型楽器を購入市民オーケストラの設立準備として大型楽器を購入
白河市財産の交換、譲与、無償貸与等に関する条例の一部を改正する条例のほか、議案3件が付託されました。

市民産業市民産業
常任委員会常任委員会

「思いやり条例」市の責務、市民の責務を確認「思いやり条例」市の責務、市民の責務を確認
白河市手数料条例の一部を改正する条例のほか、議案2件が付託されました。
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付
託
さ
れ
た
議
案
は
、
い
ず
れ
も

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。



　
　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現

の
た
め
の
学
習
者
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

機
器
の
単
価
に
つ
い
て
、
国
が
補
助
対

象
と
す
る
購
入
費
上
限
額
を
1
台
4
万

5
千
円
と
し
て
い
る
。
今
回
の
契
約
で

の
1
台
あ
た
り
の
単
価
を
確
認
し
た
い
。

　
　

国
の
補
助
対
象
と
な
る
基
本
パ
ッ

ケ
ー
ジ
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
・
キ

ー
ボ
ー
ド
・
モ
バ
イ
ル
デ
バ
イ
ス
管
理

ソ
フ
ト
の
3
点
で
、
今
回
の
契
約
で
は

1
台
あ
た
り
4
万
4
９
９
０
円
に
な
る

が
、
市
と
し
て
独
自
に
、
児
童
生
徒
の

　
　

福
島
県
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
安
全
対
策

促
進
事
業
補
助
金
に
係
る
、
危
険
な
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
調
査
状
況
は

　
　

主
に
児
童
の
通
学
路
で
あ
る
計

19
・
6
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
る
、
個

人
宅
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
調
査
中
で
あ
り
、

そ
の
進
捗
状
況
は
50
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ

る
。

作
品
や
撮
影
し
た
写
真
な
ど
を
サ
ー
バ

ー
に
保
存
す
る
た
め
の
ソ
フ
ト
を
追
加

す
る
こ
と
に
よ
り
、
1
台
あ
た
り
4
万

6
０
９
０
円
と
な
っ
た
。

※
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
／

G
lobal and Innovation G

atew
ay for A

ll

（
児
童
生
徒
１
人
１
台
端

末
と
高
速
大
容
量
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
一
体
的
に
整
備
。
誰
一
人
取

り
残
す
こ
と
な
く
、
公
正
に
個
別
最
適

化
さ
れ
、
資
質
・
能
力
を
育
成
で
き
る

教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
実
現
す
る
こ
と
）

　

付
託
さ
れ
た
議
案
は
、
い
ず
れ
も

原
案
の
と
お
り
可
決
及
び
同
意
し
ま

し
た
。

　
　

来
て
「
し
ら
か
わ
」
住
宅
取
得
支

援
事
業
補
助
金
を
利
用
し
た
県
内
外
か

ら
の
移
住
状
況
に
つ
い
て

　
　

今
年
度
、
こ
の
事
業
を
利
用
し
て
、

こ
れ
ま
で
に
県
内
か
ら
６
世
帯
18
名
、

県
外
か
ら
５
世
帯
13
名
、
合
計
で
11
世

帯
31
名
が
移
住
し
て
い
る
。

　

付
託
さ
れ
た
議
案
は
、
い
ず
れ
も
原

案
の
と
お
り
可
決
及
び
認
定
し
ま
し
た
。

議
案
第
90
号

令
和
２
年
度
白
河
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）

議
案
第
85
号

動
産
の
取
得
に
つ
い
て

建設水道建設水道
常任委員会常任委員会

来て、しらかわ補助金を利用し１１世帯３１名が移住来て、しらかわ補助金を利用し１１世帯３１名が移住
白河市債権管理条例等の一部を改正する条例のほか、議案4件が付託されました。

Point
常任委員会

とは

議会で話し合う内容は、幅広く複雑であるため、すべてのことを全議員が集まる本会議で十分に審議を行う
ことは効率的ではありません。そのため、市の事務の分野ごとに４つの委員会を設け、それぞれの専門分野
の議案や請願などについて、詳しく審査を行っています。議員はそれぞれ１つの委員会に所属しています。

　

８
月
６
日
に
「
学
校
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
状
況
」
、
「
西

白
河
地
方
発
熱
外
来
」
に
つ
い
て
の
現

地
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

白
河
中
央
中
学
校
で
は

「
Ａ
Ｉ
顔
認
証
サ
ー
モ
グ

ラ
フ
ィ
ー
カ
メ
ラ
」
の
運

用
状
況
を
確
認
し
、
大
竹

宏
之
校
長
か
ら
感
染
対
策
、

保
護
者
へ
の
対
応
な
ど
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

「
西
白
河
地
方
発
熱
外

来
」
診
療
所
で
は
担
当
職

員
か
ら
運
営
状
況
の
説
明

を
受
け
た
後
、
白
河
医
師

会
の
関
元
行
会
長
か
ら
現
在
の
状
況
や

受
診
の
流
れ
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

教育福祉教育福祉
常任委員会常任委員会

学習者用タブレット端末機器を１人１台整備学習者用タブレット端末機器を１人１台整備
白河市債権管理条例等の一部を改正する条例のほか、議案10件が付託されました。

　

９
月
18
日
、
新
た
な
本
市
の
骨
格
を

な
す
幹
線
道
路
と
し
て
整
備
が
進
ん
で

い
る
国
道
２
９
４
号
白
河
バ
イ
パ
ス
整

備
事
業
、
南
湖
ト
ン
ネ
ル
を
現
地
調
査

し
ま
し
た
。
（
10
月
16
日
、
名
称
が
公

表
さ
れ
ま
し
た
）

　

同
整
備
事
業
は
南
湖
か
ら
豊
地
ま
で

の
5
・
92
㎞
で
、
ト
ン
ネ
ル
４
７
４
ｍ
を

含
む
延
長
６
１
１
ｍ
で
改
良
工
事
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
中
心
市
街
地
を
通
る

ト
ン
ネ
ル
の
た
め
両
側
に
歩
道
が
あ
り

ト
ン
ネ
ル
断
面
が
広
く
、
通
学
に
も
便

利
に
な
り
ま
す
。
９
月
17
日
現
在
、
全

長
４
７
４
ｍ
う
ち
２
８
２
ｍ
ま
で
掘
削

が
進
ん
で
お
り
、
２
０
２
０
年
代
初
頭

の
供
用
開
始
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

地質は軟質箇所も多く、薬剤注入工事やトンネル内へ
の水漏れを防ぐ防水工も行われていました。

学
校
の
感
染
症
対
策
、
発
熱
外
来
を
現
地
調
査

Ｒ
２
９
４
号
白
河
バ
イ
パ
ス
南
湖
ト
ン
ネ
ル
を
現
地
調
査
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Point２

Point１

Point３

わたしたちの税金がどのように使われたか？
無駄な事業や問題点はなかったか？ 認定令和元年度一般会計及び特別会計歳入歳出の決算を認定

　　　　　　　　　総額472億7,908万円を審査しました。

決算審査特別委員会は９月９日に設置され、委員８名の選出とともに委員長に室井伸一
議員、副委員長に戸倉宏一議員が選出されました。９月23日から３日間にわたり質疑209件に
ついて慎重に審査が行われ、審査の結果、全会一致で認定すべきものと決し、10月２日の本会
議で報告され賛成多数で認定されました。

議会の重要な権限の一つである「決算認定」を行うため、特別に設置される委員会。予算が実際に
どのような使われ方をしたのか審査をして、適正かつ妥当に使われたのかを認定します。
　９月９日……………決算審査特別委員会設置
　９月23日～24日……個別審査
　９月29日……………総括質疑・表決

Ｑ．前年度と比較し市税のどの税目が大き
く増額となっているのか。

Ａ．市税全体で約３億７千万円増額のうち、
固定資産税が約２億１千万円、個人市民税
で約１億４千万円の増収となっている。

Ｑ．合併直後の平成18年度と令和元年度
との市税総額の比較、同規模の合併団
体との市税の伸びについて

Ａ．市税総額は平成18年度77億4,254万7千
円、令和元年度95億2,873万5千円で、17
億8,618万8千円の増額。

　・伸び率は喜多方市2.0％、伊達市5.3％、
二本松市7.8％、南相馬市10.４％、須賀
川市14.4％、白河市23.1％で、本市が
最も高い伸び率となっている。

　・これは、企業誘致をはじめとする産業振
興施策の効果によるもの、更には、市税
収納率向上計画に基づき、組織的な取組
みを進めてきたことにより、税収増や99
％を超える収納率につながっているもの
と考える。

Ｑ．公債費の繰上償還による今後の財政指
標の改善見込みについて

Ａ．今回の繰上償還（8億6,248万１千円）
により

　　・経常収支比率が
 令和２年度決算で 約1.3ポイント
 令和３年度決算で 約1.2ポイント
 令和４年度決算で 約0.9ポイント
　　・単年度の実質公債費比率が
 令和２年度決算で 約1.5ポイント
 令和３年度決算で 約1.4ポイント
 令和４年度決算で 約1.1ポイント
　それぞれ改善する見込みである。
　今後も健全で安定した財政運営を維持する
ため、景気の動向をはじめ、市債残高や健全
化に関する財政指標の推移など、市の財政状
況を総合的に判断し、検討していく。

Point
決算審査特別委員会

とは

市議会市議会

次年度の
予算に生かす
次年度の
予算に生かす

10月～翌年2月

予算案の作成

Check!Check! Check!Check!

9月定例会
市議会に
「決算議案」
を提出

3月定例会
市議会に
「予算議案」
を提出

4月～翌年3月

事業の実施

主な質疑内容を紹介しますＱ＆Ａ
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委 員 長　室井　伸一
副委員長　戸倉　宏一
委　　員　大木　絵理、吉見優一郎
　　　　　荒井　寿夫、高橋　光雄
　　　　　山口　耕治、須藤　博之

◆健全化判断比率
指　標 内　　　　　　　　容 結  果 早期健全化基準※ 

（黄色信号）
財政再生基準 
（赤信号）

実 質 赤 字 比 率 一般会計を中心とした赤字の割合 赤字なし 12.65% 20%
連結実質赤字比率 一般会計・特別・企業会計を合算した赤字の割合 赤字なし 17.65% 30%
実質公債費比率 年間の借入金返済額の割合（３か年平均） 11.40% 25% 35%
将 来 負 担 比 率 将来の負担が見込まれる負債（借金）の割合 　70.1％ 350%

※この基準を超えると国の定めに従い、健全化に向けた取り組みが必要となる

◆一般会計決算　15億5,731万9千円の黒字
一　　般　　会　　計 令和元年度 平成30年度 増減率

収入済額 340億909万9千円 320億2,625万6千円 6.2%
支出済額 324億5,178万円 306億7,936万3千円 5.8%
歳入歳出差引額 15億5,731万9千円 13億4,689万3千円 15.6%
翌年度へ繰り越す事業の財源 3億2,324万4千円 3億1,903万円 1.3%
実質収支額 12億3,407万5千円 10億2,786万3千円 20.1%

歳　　　　　　　入 令和元年度 平成30年度 増減率
市　税 市民税、固定資産税など 95億2,873万6千円 91億5,433万9千円 4.1%
地方譲与税
・交付金

国や県が徴収した税金から一定の割合で配分さ
れる交付金 17億4,911万9千円 16億9,477万5千円 3.2%

地方交付税 地方が標準的な行政サービスを行うために必要
な財源の不足分を、国が配分する交付金 73億8,649万7千円 71億9,906万1千円 2.6%

国・県支出
金

特定の事業に対して国や県から支出される補助
金など 68億6,994万4千円 68億2,364万6千円 0.7%

市　債 市の借入金 30億7,430万円 31億6,940万円 -3.0%
その他 使用料・手数料・繰入金・繰越金など 54億50万3千円 39億8,503万5千円 35.5%

歳　入　合　計 340億909万9千円 320億2,625万6千円 6.2%

歳　　　　　　　出 令和元年度 平成30年度 増減率
総 務 費 市税の徴収・庁舎の維持費など 48億9,944万7千円 48億1,897万3千円 1.7%

民 生 費 高齢者福祉や児童福祉、保育園運営、生活保護
など 88億3,146万8千円 79億6,812万4千円 10.8%

衛 生 費 検診や予防接種、除染事業、ごみ処理など 18億2,357万4千円 19億8,970万2千円 -8.3%
土 木 費 道路の舗装や維持補修、河川や公園の管理など 32億554万8千円 37億6,015万5千円 -14.7%

教 育 費 幼稚園、小中学校の学校教育、社会教育や文化
財の保護など 35億2,324万7千円 39億7,681万5千円 -11.4%

災害復旧費 災害によって生じた被災施設の復旧など 8億7,205万４千円 4億5,746万円 90.6%
公 債 費 借入金の返済 40億659万2千円 32億1,103万5千円 24.8%
そ の 他 農林水産業費、消防費、商工費など 52億8,985万円 44億9,709万9千円 17.6%

歳　出　合　計 324億5,178万円 306億7,936万3千円 5.8%
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問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
疲
弊
し
き
っ
た
地

域
経
済
の
回
復
策
に
つ
い
て
、

市
長
は
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
考
え
な
の
か
伺
う

答　

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
の
社
会
を
模
索
し

つ
つ
、
当
面
は
感
染
予
防
と
地

域
経
済
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
つ

つ
、
地
元
企
業
を
支
援
す
る
各

種
施
策
に
全
力
で
取
り
組
む
。

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
関
す
る
支
援
策
の
う
ち
、

子
育
て
に
係
る
主
な
支
援
の
利

用
状
況
に
つ
い
て

答　

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特

別
給
付
金
は
感
染
症
が
流
行
す

る
な
か
、
学
校
の
臨
時
休
業
等

に
よ
り
影
響
を
受
け
た
子
育
て

世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、
児
童

手
当
受
給
世
帯
に
対
し
、
児
童

一
人
当
た
り
１
万
円
を
支
給
。

支
給
状
況
は
４
１
５
６
世
帯
、

児
童
数
７
０
１
１
名
分
で
、
７

０
１
１
万
円
を
６
月
25
日
に
支

給
し
て
い
る
。

問　

特
別
定
額
給
付
金
の
支
給

状
況
に
つ
い
て

答　

給
付
対
象
は
２
万
４
９
５

１
世
帯
、
６
万
４
４
１
人
で
、

給
付
実
績
は
２
万
４
８
７
５
世

帯
、
６
万
３
５
６
人
、
給
付
金

総
額
は
60
億
３
５
６
０
万
円
で

あ
る
。

新型コロナで疲弊した経済、市長の回復策は？
デジタル化が進む社会を視野に、地元企業支援施策に全力をつくす

北野　唯道 議員

問　

こ
れ
ま
で
の
実
績
を
伺
う

答　

昨
年
度
は
、
農
業
用
ド
ロ

ー
ン
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
付
き
ウ
イ
ン
グ

ハ
ロ
ー
等
５
件
、
本
年
度
は
、

密
苗
用
田
植
機
、
農
薬
散
布
用

ラ
ジ
コ
ン
ボ
ー
ト
等
５
件
の
決

定
を
し
て
い
る
。

問　

農
業
者
の
高
齢
化
に
よ
り
、

担
い
手
へ
の
集
積
の
進
行
に
伴

い
作
業
の
効
率
化
、
省
力
化
、

低
コ
ス
ト
化
が
新
規
就
農
者
の

促
進
対
策
に
も
大
変
重
要
と
な

る
。
ス
マ
ー
ト
農
業
は
こ
の
よ

う
な
農
業
の
現
状
を
踏
ま
え
ロ

ボ
ッ
ト
技
術
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
、
熟
練
農
業
者
が
行
っ
て
き

た
技
術
の
再
現
、
作
業
の
省
力

化
、
効
率
化
に
よ
る
大
規
模
生

産
の
実
現
、
き
つ
い
作
業
危
険

な
作
業
か
ら
の
解
放
、
誰
も
が

取
り
組
み
や
す
い
農
業
の
実
現

が
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

来
年
度
以
降
事
業
拡
充
を
す
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　

ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
は
、

農
作
業
に
お
け
る
省
力
、
軽
労

化
を
図
れ
る
ほ
か
、
栽
培
技
術

デ
ー
タ
を
蓄
積
す
る
こ
と
に
よ

り
、
事
業
承
継
を
ス
ム
ー
ズ
に

行
う
こ
と
が
で
き
る
。
引
き
続

き
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
に
努

め
て
い
く
。

未来をつくるスマート農業推進事業の拡充を！
スマート農業の推進に努める

根本　建一 議員

Ｇ
Ｐ
Ｓ
搭
載
ト
ラ
ク
タ
ー
実
証

実
験
の
様
子

一　般　質　問
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問　

県
南
地
方
は
主
要
道
路
の

整
備
が
遅
れ
て
い
る
と
考
え

る
。
国
道
４
号
４
車
線
化
に
加

え
、
白
河
中
央
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

や
国
道
２
９
４
号
白
河
バ
イ
パ

ス
、
国
道
２
８
９
号
整
備
の
進

展
は
、
市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
に
よ
る
も
の
と
手
腕
を
高
く

評
価
し
て
い
る
。
改
め
て
主
要

道
路
の
整
備
に
つ
い
て
、
市
長

の
決
意
を
伺
う
。

都市基盤である主要道路の整備、市長の決意は？
地域の方々と一丸となって全力で取り組む

戸倉　宏一 議員

問　

権
田
倉
山
・
関
山
・
天
狗

山
観
光
や
教
育
に
対
す
る
今
後

の
利
活
用
を
問
う

答　

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
で
三
密

を
避
け
る
体
験
が
注
目
を
集
め

て
い
る
。
よ
り
快
適
に
何
度
も

足
を
運
ん
で
も
ら
え
る
場
所
に

な
る
よ
う
、
地
域
の
方
々
と
連

携
し
な
が
ら
三
山
の
魅
力
向
上

に
取
り
組
む
。
ま
た
教
育
に
お

い
て
は
、
地
域
の
自
慢
や
文
化
、

自
然
を
調
べ
る
学
習
な
ど
に
生

か
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
よ
り

一
層
郷
土
愛
を
育
む
教
育
を
進

め
て
い
く
。

問　

三
山
と
周
辺
観
光
地
を
掲

載
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
は
い
か
が
か

答　

三
山
を
紹
介
す
る
ポ
ス
タ

ー
や
観
光
名
所
、
飲
食
店
な
ど

観
光
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作

成
に
つ
い
て
地
域
の
方
々
と
協

議
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

三
山
の
ト
イ
レ
施
設
、
現

状
及
び
重
要
性
を
伺
う

答　

関
山
は
関
辺
市
民
体
育
館
、

天
狗
山
は
表
郷
総
合
運
動
公
園
、

権
田
倉
山
は
聖
ヶ
岩
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
を
案
内
。
関
山
は
登

山
道
入
口
ま
で
距
離
が
あ
る
た

め
、
地
域
の
関
係
者
と
現
地
調

査
な
ど
行
う
。

白河名山三山のトイレ事情を問う！
地域の関係者と現地調査を行う

緑川　摂生 議員

国
道
２
９
４
号
白
河
バ
イ
パ
ス

南
湖
ト
ン
ネ
ル

　
　

（
10
月
16
日
名
称
公
表
）

国
道
２
９
４
号
白
河
バ
イ
パ
ス

小
峰
大
橋

　
　

（
10
月
16
日
名
称
公
表
）

答　

道
路
は
社
会
資
本
の
代

表
で
あ
る
。
本
市
に
と
っ
て

も
最
重
要
課
題
と
認
識
し
て

い
る
。
県
南
地
域
全
体
の
持

続
的
発
展
の
た
め
に
引
き
続

き
市
議
会
や
企
業
、
町
内
会
、

住
民
の
方
々
と
共
に
地
域
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

く
。

一　般　質　問
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郷
よ
り
望
む
那
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連
山
と
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の
雄
姿
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い
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開
き
の
天
狗
山



問　

コ
ロ
ナ
感
染
者
の
急
増
で

テ
レ
ワ
ー
ク
が
導
入
さ
れ
「
東

京
で
な
く
て
も
仕
事
が
で
き

る
」
と
の
雰
囲
気
が
出
始
め
、

首
都
圏
で
影
響
を
強
く
受
け
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
は
地
方
が
大

き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る

と
考
え
、
注
目
さ
れ
る
白
河
に

す
る
た
め
の
政
策
視
点
を
市
長

に
伺
う
。

答　

①
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
政

策
の
視
点
は
、
東
京
一
極
集
中

に
変
化
が
出
始
め
、
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
や
情
報
通
信
基
盤

を
整
備
し
て
白
河
で
仕
事
が
で

き
る
よ
う
、
交
通
の
利
便
性
を

活
か
し
た
二
地
域
居
住
を
推
進

す
る
。

答　

②
東
京
圏
の
転
出
超
過
現

象
を
「
地
方
に
住
み
た
い
」
と

変
え
て
い
く
た
め
に
産
業
の
振

興
、
雇
用
の
場
の
確
保
、
医

療
・
教
育
の
充
実
と
子
育
て
支

援
で
若
い
世
代
の
希
望
を
叶
え

る
施
策
を
展
開
し
て
い
く
。

答　

③
暮
ら
し
や
す
さ
に
は
、

人
間
と
人
間
が
空
間
と
時
間
を

共
有
し
お
互
い
に
共
感
す
る
こ

と
で
得
ら
れ
る
安
心
感
や
、
地

域
社
会
に
自
分
の
力
を
活
か
せ

る
充
実
感
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。

こ
う
し
た
考
え
を
基
軸
と
し
、

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
、
暮
し
や
す
い
白
河

を
目
指
し
て
い
く
。

アフターコロナ、白河が注目されるための政策視点は？
二地域居住や子育て世代の希望を叶える施策を展開

石名　国光 議員

問　

新
し
い
生
活
様
式
の
中
で

の
文
化
振
興
に
つ
い
て

答　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
新
し

い
生
活
様
式
と
い
う
制
約
の
中

に
あ
っ
て
も
、
文
化
の
火
を
灯

し
続
け
る
た
め
、
感
染
症
対
策

と
な
る
空
調
設
備
の
改
修
を
は

じ
め
、
市
民
に
発
表
・
鑑
賞
の

場
を
つ
く
る
事
業
や
施
設
使
用

料
の
補
助
制
度
を
設
け
る
な
ど
、

必
要
な
策
を
講
じ
て
き
た
。
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
社
会
に
お
い

て
は
、
時
間
と
空
間
を
共
に
し

て
、
音
楽
や
演
劇
な
ど
リ
ア
ル

な
体
験
を
通
じ
感
動
を
で
き
る

場
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら

れ
る
。
社
会
か
ら
孤
立
し
が
ち

な
人
や
社
会
的
弱
者
な
ど
、
多

様
な
人
々
を
包
み
込
む
社
会
的

包
摂
性
を
有
す
る
文
化
芸
術
の

重
要
性
が
さ
ら
に
増
し
て
い
く

こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
文
化

振
興
に
力
を
注
い
で
い
く
。

問　

文
化
交
流
館
コ
ミ
ネ
ス
の

三
密
対
策
に
つ
い
て

答　

入
館
前
の
検
温
、
風
邪
症

状
な
ど
体
調
不
良
の
方
の
入
場

を
お
断
り
す
る
こ
と
、
施
設
内

で
社
会
的
距
離
を
保
つ
こ
と
、

マ
ス
ク
の
着
用
、
手
指
消
毒
の

励
行
を
行
っ
て
い
る
。
こ
ま
め

な
換
気
や
定
期
的
な
消
毒
、
入

退
場
の
分
散
化
を
し
て
い
る
。

コロナ禍における今後の文化振興のあり方は？
リアルな体験や感動が求められ、文化芸術の重要性が増すので力を注ぐ

室井　伸一 議員

コミネスでは入館前の検温、手指消毒、入退場の分散化な
ど三密対策をして皆さんをお待ちしています

一　般　質　問
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問　

住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
県

内
１
位
等
を
踏
ま
え
た
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
、
市
長
に
伺
い

た
い

答　

こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
に
は
、

富
裕
度
、
利
便
度
、
安
心
度
、

快
適
度
の
４
つ
の
客
観
的
指
標

か
ら
、
本
市
は
、
い
ず
れ
も
が

全
体
の
中
位
以
上
に
位
置
し
、

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
都
市
と
し

て
評
価
さ
れ
た
。

問　

中
山
義
秀
生
誕
１
２
０
周

年
記
念
を
踏
ま
え
た
記
念
行
事

に
つ
い
て

答　

今
年
度
の
中
山
義
秀
文
学

賞
の
最
終
候
補
３
作
品
も
決
定

住みよさランキング県内１位等について
足元にある様々な資源を磨くこと

縄田　角郎 議員

問　

全
国
的
に
も
知
名
度
の
高

い
白
河
の
関
「
関
の
森
公
園
」

に
は
多
く
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
訪

れ
て
い
る
。
現
代
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
ト
イ
レ
整
備
を
求
め
る
。

答　

現
在
、
管
理
棟
内
と
遊
具

前
の
水
車
小
屋
隣
に
ト
イ
レ
が

設
置
し
て
あ
る
が
、
洋
式
は
男

女
共
に
一
つ
、
多
目
的
ト
イ
レ

に
一
つ
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

多
く
の
子
供
達
が
遊
具
を
利
用

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
水
車
小

屋
隣
に
は
子
供
達
の
使
い
や
す

い
ト
イ
レ
が
あ
れ
ば
、
な
お
快

適
な
場
所
と
な
り
利
用
者
の
利

便
性
も
高
ま
る
。
管
理
棟
内
の

ト
イ
レ
も
含
め
子
供
用
ト
イ
レ

の
整
備
や
更
な
る
洋
式
化
を
検

討
し
て
い
く
。

問　

登
下
校
安
全
の
た
め
の

「
見
守
り
隊
」
。
そ
の
現
状
と

存
続
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

現
在
の
登
録
者
は
９
０

６
名
。
年
々
高
齢
化
と
と
も

に
、
人
員
の
減
少
も
進
ん
で
い

る
。
存
続
の
た
め
に
学
校
か
ら

保
護
者
へ
の
協
力
依
頼
や
町
内

会
で
の
募
集
を
し
て
い
る
。
ま

た
、
見
守
り
隊
の
方
を
学
校
行

事
に
招
待
す
る
な
ど
、
子
供
達

か
ら
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る

こ
と
も
今
後
続
け
て
い
く
考
え

で
あ
る
。

子どもたちが利用しやすいトイレの整備を
子ども用トイレの整備や、さらなる洋式化を検討する

鈴木　裕哉 議員

し
、
今
後
も
、
郷
土
が
生
ん
だ

偉
大
な
作
家
中
山
義
秀
の
知
名

度
を
高
め
る
。

問　

台
風
19
号
災
害
復
旧
に
つ

い
て
、
復
旧
状
況
に
つ
い
て
伺

う答　

農
地
、
農
業
用
施
設
の
被

災
箇
所
は
、
補
助
事
業
と
単
独

事
業
あ
わ
せ
て
、
農
地
が
６
４

７
件
、
農
業
用
施
設
が
１
４
０

９
件
で
あ
り
、
被
災
直
後
か
ら
、

全
力
で
復
旧
に
取
り
組
む
。

問　

高
齢
者
見
守
り
生
活
支
援

事
業
に
つ
い
て

答　

高
齢
者
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
よ
る

外
出
自
粛
や
運
転
免
許
証
の
自

主
返
納
に
よ
り
、
生
活
が
不
安

定
に
な
り
、
要
介
護
状
態
へ
近

づ
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
。

子
供
た
ち
に
大
人
気
の
「
関
の

森
公
園
」
の
遊
具

一　般　質　問
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山
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秀
記
念
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学
館



問　

五
箇
中
の
今
後
に
つ
い
て

答　

今
後
、
統
合
に
つ
い
て
は

市
教
育
委
員
会
が
主
体
と
な
り
、

こ
れ
ま
で
の
検
討
結
果
な
ど
も

踏
ま
え
整
理
検
討
し
、
不
安
解

消
を
図
る
手
立
て
や
統
合
時
期

を
検
討
し
、
検
討
し
た
結
果
を

保
護
者
及
び
地
域
住
民
に
説
明

し
て
い
く
。

問　

い
じ
め
対
策
に
つ
い
て

答　

平
成
30
年
３
月
に
「
子
ど

も
の
い
じ
め
防
止
条
例
」
を

制
定
し
、
そ
の
条
例
を
受
け
、

「
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
を

策
定
し
、
い
じ
め
の
未
然
防

止
・
早
期
発
見
・
早
期
対
応
に

努
め
て
い
る
。
重
大
事
態
が
発

生
し
た
と
き
は
、
「
い
じ
め
防

止
対
策
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、

市
長
が
再
度
調
査
が
必
要
と
判

断
し
た
と
き
は
、
「
い
じ
め
調

査
委
員
会
」
で
第
三
者
に
よ
り

調
査
を
行
う
。

問　

旧
脇
本
陣
蔵
座
敷
前
の
勧

工
場
に
つ
い
て

答　

大
規
模
補
強
が
必
要
な
た

め
、
地
域
住
民
等
の
意
見
を
踏

ま
え
、
改
築
か
解
体
か
具
体
的

方
策
を
検
討
し
て
い
く
。

問　

公
共
施
設
整
備
に
つ
い
て

答　

高
齢
者
や
体
が
不
自
由
な

方
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施

や
検
討
委
員
会
へ
の
参
加
や
施

工
状
況
の
確
認
機
会
の
確
保
に

努
め
る
。

いじめ対策、心のケアや解決に向けての対応は？
委員会を立ち上げ調査解明し、心の不安に寄り添った対応をする

佐川　京子 議員

問　

コ
ロ
ナ
感
染
は
や
っ
か
い

で
あ
る
。
原
発
事
故
で
県
民
は
、

差
別
や
偏
見
、
誹
謗
中
傷
を
受

け
た
。
コ
ロ
ナ
感
染
者
に
同
じ

こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

こ
れ
か
ら
も
市
長
は
直
接
市
民

に
語
り
か
け
る
必
要
が
あ
る

答　

市
は
、
医
療
資
材
の
支
援

や
発
熱
外
来
等
、
医
療
体
制
の

整
備
を
し
て
き
た
。
ま
た
、
差

別
的
言
動
に
よ
る
孤
立
を
な
く

し
、
お
互
い
に
支
え
あ
う
住
み

よ
い
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た

め
「
白
河
市
思
い
や
り
条
例
」

を
追
加
提
案
す
る
。
引
き
続
き

感
染
防
止
対
策
を
進
め
る
と
と

も
に
、
感
染
さ
れ
た
方
を
差
別

す
る
よ
う
な
空
気
が
生
ま
れ
な

い
よ
う
、
適
宜
、
市
長
が
直
接

市
民
に
語
り
か
け
る
。

問　

コ
ロ
ナ
で
出
足
を
挫
か
れ

た
か
れ
た
感
も
あ
る
が
、
渋
沢

翁
と
楽
翁
公
と
の
関
わ
り
を
踏

ま
え
た
本
市
Ｐ
Ｒ
の
た
め
の
実

行
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て

答　

７
月
25
日
に
第
１
回
総
会

を
開
き
、
南
湖
公
園
魅
力
発
信

事
業
実
行
員
会
を
設
立
す
る
と

と
も
に
今
年
度
事
業
を
決
め
た
。

ま
た
、
渋
沢
翁
が
力
を
入
れ
た

福
祉
事
業
は
、
楽
翁
公
の
影
響

が
大
き
か
っ
た
こ
と
等
、
外
部

へ
発
信
す
る
。

コロナ感染で差別、偏見、誹謗中傷あってはならない
思いやりの心で互いに支える白河へ。市長が直接市民に語りかける。

高橋　光雄 議員

一　般　質　問
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問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

加
え
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流

行
期
に
入
る
。
発
熱
外
来
の
対

応
は
万
全
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

白
河
医
師
会
を
通
じ
、
医

師
の
増
員
も
含
め
対
応
を
協
議

し
て
い
る
。
現
在
、
万
全
の
体

制
を
作
る
べ
く
協
議
し
て
い
く
。

問　

本
年
は
、
高
齢
者
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
の
更

新
時
期
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
現

在
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か

答　

本
来
で
あ
れ
ば
、
市
民
の

ニ
ー
ズ
等
の
調
査
が
終
了
し
、

協
議
会
等
に
報
告
す
る
時
期
で

は
あ
る
が
、
今
般
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
事
業
が

野良猫問題、不妊虚勢手術も含め解決するべきでは？
ボランティア団体と連携を図る。動物愛護を呼びかける。

大竹　功一 議員

問　

児
童
ク
ラ
ブ
の
現
状
を
伺

う答　

今
年
度
か
ら
新
た
に
預
か

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
児

童
ク
ラ
ブ
は
白
一
小
の
５
・
６

年
生
。
白
二
小
の
４
年
生
。
白

三
小
の
４
～
６
年
生
。
白
四
小

の
５
・
６
年
生
。
白
五
小
の

５
・
６
年
生
。
み
さ
か
小
の
４

年
生
で
あ
る
。
要
因
と
し
て
は
、

入
会
す
る
児
童
数
の
増
加
及
び

支
援
員
不
足
で
あ
る
。

問　

児
童
ク
ラ
ブ
職
員
へ
の
独

自
調
査
の
結
果
、
様
々
な
課
題

や
要
望
が
明
確
に
な
っ
た
。
市

と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る

の
か
。

答　

施
設
改
修
や
建
設
の
検
討
、

研
修
の
実
施
、
障
が
い
児
保
育

指
導
員
の
訪
問
指
導
等
を
行
い
、

支
援
員
が
働
き
や
す
い
環
境
を

整
備
し
て
い
く
。

問　

市
民
検
診
を
予
約
制
に
し
、

子
ど
も
連
れ
で
も
受
診
可
能
に

し
て
ほ
し
い

答　

電
話
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
予
約
で
き
る
よ
う
に
整
備
す

る
。
ま
た
、
検
診
場
所
に
て
託

児
可
能
で
あ
る
こ
と
を
周
知
し

て
い
く
。

問　

２
月
に
行
わ
れ
た
マ
イ
タ

ウ
ン
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ

い
て

答　

結
果
を
受
け
、
環
境
整
備

等
の
改
善
を
進
め
て
い
る
。
駐

車
場
に
つ
い
て
は
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
、
検
討

が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

要因は入会する児童数の増、そして支援員不足

大木　絵理 議員

遅
れ
て
い
る
。
た
だ
、
今
年
度

中
に
は
協
議
会
よ
り
答
申
を
受

け
議
会
に
も
報
告
で
き
る
よ
う

努
め
た
い
。

問　

９
月
20
日
か
ら
26
日
は
動

物
愛
護
週
間
で
あ
る
。
福
島
県

内
で
は
野
犬
・
迷
い
犬
等
の
殺

処
分
数
は
減
少
し
て
い
る
が
野

良
猫
及
び
迷
い
猫
等
の
殺
処
分

数
は
全
国
１
・
２
位
と
言
わ
れ

て
い
る
。
白
河
市
内
の
苦
情
等

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

答　

担
当
課
に
は
、
数
件
の
野

良
猫
に
関
す
る
苦
情
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
現
在
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
と
連
携
し
対
応
し
て

い
る
。

市
民
検
診
を
実
施
し
て
い
る

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

子育て世帯の悩み。児童クラブに入会可能な学年が制限されている！

一　般　質　問
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問　

本
市
の
地
域
計
画
の
最
新

版
に
非
常
に
形
式
的
な
形
で
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目

標
）
が
掲
載
さ
れ
た
が
、
市
の

考
え
は

答　

本
市
は
こ
れ
ま
で
も
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
理
念
に
合
致
す
る
住
民

福
祉
の
増
進
の
具
体
的
施
策
を

展
開
し
て
き
た
が
、
今
後
も
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
社
会
を
見
据
え

つ
つ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
方
に
沿

っ
た
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り

た
い
。

問　

本
市
の
新
た
な
環
境
基
本

計
画
案
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
関
係
、

国
の
第
五
次
計
画
の
示
す
再
エ

ネ
活
用
に
よ
る
持
続
可
能
な
地

域
づ
く
り
の
位
置
づ
け
は
ど
う

な
る
の
か

答　

新
計
画
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

考
え
方
を
反
映
す
る
形
で
策
定

し
、
地
域
資
源
依
拠
の
再
エ
ネ

活
用
を
盛
り
込
み
た
い
。

問　

本
市
の
具
体
的
適
用
は
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
と
営
農
型
太
陽

光
発
電
の
地
産
地
消
に
よ
る
農

林
業
振
興
を
目
指
す
べ
き
で
は

な
い
か

答　

有
効
と
考
え
関
係
部
局
横

断
的
連
携
で
調
査
研
究
す
る
。

問　

多
文
化
共
生
と
し
て
外
国

人
住
民
対
象
の
公
的
な
日
本
語

教
室
開
設
が
今
こ
そ
必
要
で
は

答　

ニ
ー
ズ
や
実
態
踏
ま
え
国

際
交
流
協
会
と
連
携
し
検
討
す

る
。

SDGs（持続可能な開発目標）市の考えは？
ＳＤＧ sの考え方に沿った施策を推進するため調査研究する

荒井　寿夫 議員

問　

日
本
は
今
か
ら
１
０
０
年

前
に
ス
ペ
イ
ン
風
邪
で
50
万
人

が
死
亡
し
、
国
民
の
4
割
も
が

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
。
今
、

こ
の
先
人
の
尊
い
教
訓
を
活
か

す
時
で
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
感

染
者
や
そ
の
家
族
の
悪
口
や
責

め
を
受
け
た
り
、
学
校
で
は

「
い
じ
め
」
が
起
こ
っ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
に
感
染
し
た
巨
人
軍
の

坂
本
選
手
ら
は
、
一
般
人
よ
り

か
な
り
厳
し
く
行
動
が
管
理
さ

れ
て
い
る
。
い
か
に
気
を
つ
け

て
も
「
誰
も
が
感
染
す
る
可
能

性
」
が
あ
る
。
コ
ロ
ナ
感
染
者

へ
の
誹
謗
中
傷
へ
の
対
策
が
必

要
で
は
。

答　

県
内
で
最
初
に
「
思
い
や

り
条
例
」
を
制
定
し
感
染
者
へ

の
中
傷
や
差
別
を
な
く
し
、
住

み
よ
い
地
域
社
会
の
実
現
を
目

指
す
。

問　

地
球
の
温
暖
化
に
よ
り
、

今
年
７
月
の
熊
本
県
地
方
豪
雨

の
よ
う
に
記
録
的
な
大
雨
が
毎

年
発
生
し
、
多
く
の
犠
牲
者
が

出
て
い
る
。
特
に
夜
間
や
早
朝

の
避
難
は
危
険
が
伴
う
。
命
を

守
る
避
難
勧
告
を
早
目
に
出
す

こ
と
が
大
切
か
と
思
う
が

答　

夜
間
や
早
朝
な
ど
避
難
が

危
険
と
な
る
前
に
、
早
目
に
避

難
情
報
を
発
令
し
安
全
に
避
難

で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

１００年前のスペイン風邪を教訓に
県内最初の誹謗中傷を禁ずる条例を制定

柴原　隆夫 議員

一　般　質　問
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９月定例会で審査された議員提出議案・請願・陳情・意見書について、その内容と結果についてお知らせします。

案件番号 案　　件　　名 議決結果

意見書案第４号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急
激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書

可決（全会一致） 
関係機関に意見書を提出しました。

意見書案第５号 多核種除去設備（ALPS）等処理水の処分決定に関す
る意見書

可決（全会一致） 
関係機関に意見書を提出しました。

案件番号 案　　件　　名 議決結果
請願第4 号

DＡPPA（平和と平
等を守る民主主義ア
クション）

東京電力福島第一原子力発電所事故で発生した放射能
汚染水（アルプス処理水）の海洋放出に反対する意見
書提出を求める請願 

趣旨採択（全会一致） 
議員提出意見書案を提出する。

案件番号 案　　件　　名 議決結果
陳情第１号

新日本婦人の会・白河支部
・花みずき班「学校給食を
無料にする白河の会」

新型コロナ支援金を使い白河市立の公立小中学校の給
食費を無料にすることを求める陳情 不採択（賛成なし）

議員提出議案・請願・陳情・意見書議員提出議案・請願・陳情・意見書

◇議員提出議案

◇請願議案

◇陳情議案

　議員提出議案…市長提出議案に対し、議員が議長に提出する議案のこと。原則として２人以上の議員の賛同により、提出で
きることになっています。

　趣旨採択…請願の願意については十分に理解できるが、実現性の面で確信が持てないといった場合に採られる請願に対して
の決定の方法。請願や陳情に対する表決は、採択か不採択の2種類とされますが、請願や陳情の趣旨を生かすた
めに行う方法。請願や陳情の「趣旨には賛同するが、事情の好転（財政事情等）を待って実現すべきである」と
いう意味での議決を示します。

ヒ
ン
ト

ヒ
ン
ト

問　

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
自
宅

で
授
業
が
受
け
ら
れ
る
オ
ン
ラ

イ
ン
学
習
の
必
要
性
を
実
感
し

た
。
現
在
、
全
て
の
小
中
学
生

に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
配
備
す

る
な
ど
ハ
ー
ド
面
で
の
環
境
整

備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
背

景
に
は
国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
が
あ
る
。
こ
の
構
想
は

ど
う
い
う
も
の
か
。

答　

Ａ
Ｉ
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、

ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
、
最
先
端
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ(

情
報
通
信
技
術)

の
進
展

は
著
し
く
、
子
ど
も
の
教
育
に

は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
効
果
的
活
用
が
求

め
ら
れ
る
。
世
界
か
ら
遅
れ
な

い
よ
う
、
全
国
の
児
童
生
徒
一

人
一
台
の
端
末
と
、
学
校
内
に

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
す

る
た
め
打
ち
出
さ
れ
た
。
ね
ら

い
は
、
積
み
上
げ
ら
れ
て
き
た

教
育
実
践
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
組
み
合

わ
せ
、
子
ど
も
の
持
て
る
力
や

教
師
の
指
導
力
を
引
き
出
す
こ

と
。

ＧＩＧＡスクール構想とは？
子どもたちの創造性を育むＩＣＴ（情報通信技術）教育環境を実現すること

深谷　弘 議員

問　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
っ
た
教
育
を

実
践
す
る
の
は
教
職
員
で
あ
る
。

教
職
員
へ
の
指
導
援
助
は
ど
う

な
る
の
か
。

答　

教
員
の
不
安
に
は
、
先
進

校
で
機
器
操
作
や
活
用
方
法
の

研
究
を
行
い
、
各
学
校
で
研
修

す
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
配
置

も
行
う
。

一　般　質　問
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議場・事務局は
本庁舎耐震補強
工事に伴い、移
転していた表郷
庁舎から戻りま
した。

１２月定例会の予定（12日間）月定例会の予定（12日間）正式には12月７日の開会日に決定します。

１２月　７日（月）本会議【開会、会期決定、提案理由説明】
　　　１１日（金）本会議【一般質問及び質疑、委員会付託（請願・陳情）】
　　　１４日（月）本会議【一般質問及び質疑】
　　　１５日（火）本会議【一般質問及び質疑、委員会付託（議案）】
　　　１６日（水）委員会【各常任委員会・付託案件の審査】
　　　１８日（金）本会議【委員長報告、各案件表決、閉会】

議
会

だ
よ

り
は

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
ご

覧
に

な
れ

ま
す

。　
　

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

　
http://w

w
w

.city.shirakaw
a.fukushim

a.jp/
発

行
：

白
河

市
議

会
　

　
   編

集
：

議
会

報
編

集
委

員
会

〒
961–8602 福

島
県

白
河

市
八

幡
小

路
7–1 ☎

0248–22–1111

編
集
後
記

　議場の改修により傍聴席の入口が４階に変わりました。現在、新型コロナウイ
ルス感染拡大防止のため、傍聴の自粛や人数の制限をお願いしていますが、傍聴
の際は以下についてご協力をお願いいたします。
　なお、傍聴を希望する場合は、事前にご確認ください。
　　● マスク（各自でご用意ください）を着用
　　● 手洗い、手指消毒の徹底
　　● 熱（37.5度以上）のある場合や、体調不良（だるい、咳が出るなど）
　　　 の場合は、傍聴を自粛願います。

本会議はインターネッ
ト中継及び録画配信を
行っています。
こちらのＱＲコードを
読み込んでください。

○人権擁護委員の候補者の推薦に同意

蓮
はす

田
だ

 アキ子 氏（表郷番沢）
【任期：令和３年１月１日~令和５年12月31日】
　本市では14名が人権擁護委員に委嘱されてお
り、憲法で保障されている地域住民の基本的人権
の擁護と人権尊重思想の普及高揚を目的として活
動しています。

　この条例は、子どもから大人まで市民一人ひ
とりの人権が尊重される地域社会の実現に向け、
不当な差別を解消するため市民の皆さまと市が
共に取り組む姿勢を明らかにしたものです。

こんなことはありませんか？
＊仲間はずれ、差別、うわさや暴言、セクシャルハラスメント…
＊家庭内の問題、隣近所トラブル、虐待、いじめ、不登校…
人権擁護委員が、相談に応じています。
※詳しくは福島地方法務局白河支局　☎0248-22-1201まで

議場が新しくなりました

人事案件
　議会に同意を得るために提出する議案が人事案件。９月定例会で同意されました方を紹介します。

○樋ヶ沢財産区管理会委員の選任に同意

國
くに

井
い

 孝
たか

士
し

 氏（大信増見）　
【任期：令和２年10月２日～令和４年３月31日】
　本市には小田川財産区(小田川広谷地地内)、大屋
財産区（大信隈戸及び下小屋地内）、樋ヶ沢財産区
（大信下小屋地内）があり、それぞれ管理会を設置
しており、各７名の委員が選任されています。

Point３ 新型コロナウイルス感染だけでなく、
障がいや性別を理由とした偏見など、様々な人権侵害をなくすために～

思いやり条例の制定を全会一致思いやり条例の制定を全会一致でで可決！可決！

お詫びと訂正
「議会だより（第59号）」の内
容に誤りがありましたので、お
詫びして訂正いたします。
【訂正箇所】
７頁「一般質問　室井伸一」の
うち、羅漢山霊園合葬墓・地下
の共同埋葬室に納められる遺骨
の数について
（誤）１万５００人分
（正）１千５００人分

16

● 時間：午前10時から　● 場所：本庁舎４階　議場

　

今
回
の
表
紙
は
、
白
河
市
ひ

が
し
幼
稚
園
に
ご
協
力
し
て
頂

き
、
こ
の
度
新
し
く
白
河
ご
当

地
ナ
ン
バ
ー
に
付
け
替
え
た
幼

稚
園
バ
ス
を
、
年
長
ク
ラ
ス
の

園
児
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
撮
ら

せ
て
頂
い
た
も
の
で
す
。

　

今
後
も
、
白
河
市
の
ｐ
Ｒ
を

し
て
い
く
う
え
で
ご
当
地
ナ
ン

バ
ー
の
普
及
に
も
尽
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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